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61
年
に
麻
薬
単
一
条
約
が
制
定
さ
れ
、

多
く
の
国
で
麻
に
関
わ
る
研
究
が
厳
し
く

制
限
さ
れ
る
な
か
、
研
究
を
進
め
ら
れ
た

の
は
、
米
国
薬
物
乱
用
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｄ

Ａ
）
か
ら
の
支
援
の
お
か
げ
で
あ
り
、
極

め
て
例
外
的
な
こ
と
だ
っ
た
。
90
年
代
に

は
、
動
物
が
地
球
上
で
生
き
て
い
く
た
め

に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
身
体
調
節
機
能
で

あ
る
、
エ
ン
ド
・
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
・
シ

ス
テ
ム
の
発
見
に
も
つ
な
が
っ
た
。
ヒ
ト

の
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
受
容
体
は
全
身
の
各

器
官
に
あ
る
（
図
１
）。

食
欲
、
痛
み
、
免
疫
調
整
、
感
情
制
御
、

運
動
機
能
、
発
達
と
老
化
、
神
経
保
護
、

ミ
シ
ュ
ー
ラ
ム
博
士
の
功
績

産
業
用
ヘ
ン
プ
が
医
療
用
・
嗜
好
用
と

区
別
さ
れ
、
世
界
的
に
規
制
緩
和
が
進
ん

だ
の
は
、
麻
に
含
ま
れ
る
化
学
成
分
が
同

定
さ
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
偉

業
を
成
し
遂
げ
た
の
は
、「
カ
ン
ナ
ビ
ノ

イ
ド
研
究
の
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
」
と
呼

ば
れ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
教
授
の
ラ
フ
ァ
エ

ル
・
ミ
シ
ュ
ー
ラ
ム
博
士
だ
。
資
源
の
乏

し
い
同
国
で
は
、
有
機
化
学
者
と
し
て
世

界
中
の
研
究
者
と
競
争
し
て
い
く
た
め
に

は
、
誰
も
や
っ
て
い
な
い
こ
と
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
折
に
偶
然
に

も
警
察
が
麻
薬
密
売

人
か
ら
押
収
し
た
レ

バ
ノ
ン
産
の
大
麻
樹

脂
５
㎏
を
譲
り
受
け

て
行
な
っ
た
成
分
解

析
の
研
究
で
、
１
９

６
４
年
に
マ
リ
フ
ァ

ナ
成
分
で
あ
る
Ｔ
Ｈ

Ｃ
（
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ

カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
）

の
分
離
・
構
造
解
明
・

合
成
に
成
功
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
前
年

に
は
向
精
神
作
用
の

な
い
Ｃ
Ｂ
Ｄ
（
カ
ン

ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
）
で

も
同
様
の
発
見
を
し

て
い
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
人
口
約
８
０
０
万
人

の
地
中
海
に
面
す
る
中
東
の
国
で
、
ユ
ダ

ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
三

つ
の
宗
教
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
ル

サ
レ
ム
が
あ
る
。
国
土
面
積
は
日
本
の
四

国
ほ
ど
だ
が
、
大
部
分
が
乾
燥
・
半
乾
燥

地
域
に
属
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
近
年

で
は
点
滴
灌
水
、
温
室
制
御
な
ど
の
ハ
イ

テ
ク
な
生
産
シ
ス
テ
ム
が
発
達
し
た
農
業

国
と
し
て
知
ら
れ
、
お
も
な
農
産
物
に
小

麦
、
か
ん
き
つ
類
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
マ

ト
、
パ
プ
リ
カ
な
ど
が
あ
る
。

大
麻
草
に
関
す
る
歴
史
は
長
く
、
ユ
ダ

ヤ
教
の
旧
約
聖
書
に
続
く
聖
典
『
タ
ル
ム

ー
ド
』に
も
大
麻
草
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
書
物
は
１
０
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ

て
語
り
継
が
れ
た
口
伝
を
西
暦
５
０
０
～

６
０
０
年
頃
に
集
大
成
し
た
も
の
で
、
交

通
や
貿
易
の
要
衝
だ
っ
た
こ
の
地
で
、
嗜

好
品
の
大
麻
樹
脂
（
ハ
シ
シ
）
の
取
引
が

盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
大
麻

に
寛
容
な
オ
ラ
ン
ダ
の
街
中
に
あ
る
“
コ

ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
（
嗜
好
用
大
麻
の
販
売

店
）”
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
発
祥
と
い
わ
れ

て
い
る
。
歴
史
を
紐
解
く
と
、
中
世
に
イ

ス
ラ
ム
圏
で
広
が
っ
た
タ
バ
コ
の
喫
煙
法

に
水
キ
セ
ル
（
水
パ
イ
プ
）
が
あ
り
、
そ

こ
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
占
領
初
期
に
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
む
と
い
う
カ
フ
ェ
文
化
が
伝
わ

り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
前
に
水
キ
セ
ル
で

喫
煙
す
る
の
が
一
般
的
な
風
習
と
な
り
、

大
麻
樹
脂
の
喫
煙
が
融
合
し
た
の
だ
。

イスラエル
麻の大麻成分を発見した国で
先行する医療用大麻の取り組み

第  回30
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出典：http://www.scda.ro/ameliorare-canepa.html

図１： 全身に分布するカンナビノイド受容体（ＣＢ１・ＣＢ２）
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医
療
用
大
麻
が
規
制
緩
和
を 

リ
ー
ド
し
、
展
開
広
げ
る

同
地
で
最
初
に
大
麻
を
規
制
し
た
法
律

は
、
イ
ギ
リ
ス
統
治
領
パ
レ
ス
チ
ナ
時
代

の
１
９
３
６
年
の
危
険
薬
物
法
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
後
、
こ
の
法
律
は
73
年

に
改
正
。
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
等
で
の
大
麻
草

の
研
究
は
、
特
別
な
許
可
を
得
て
、
病
気

の
治
療
を
目
的
に
基
礎
か
ら
臨
床
ま
で
進

め
ら
れ
た
。
そ
の
後
99
年
に
、
医
療
用
大

麻
は
末
期
が
ん
や
エ
イ
ズ
に
伴
う
痛
み
を

抱
え
る
患
者
の
た
め
に
合
法
化
さ
れ
た
。

び
込
み
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
の
証
券
取
引
所
に

26
社
が
上
場
し
た
。
ち
な
み
に
嗜
好
用
大

麻
に
つ
い
て
は
、
カ
ナ
ダ
や
米
国
の
一
部

の
州
の
よ
う
に
合
法
化
は
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
19
年
４
月
か
ら
15
ｇ
以
下
の
所

持
は
非
犯
罪
化
さ
れ
て
い
る
。

産
業
用
ヘ
ン
プ
は
こ
れ
か
ら

こ
の
よ
う
に
医
療
用
大
麻
の
解
禁
が
先

行
し
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
で
も
、
よ
う
や

く
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
動
向
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
17
年
の
議
会
麻
薬
委
員

会
に
て
、
司
法
省
、
保
健
省
、
農
水
省
の

合
意
を
経
て
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
０
・
３
％
未

満
の
産
業
用
ヘ
ン
プ
を
危
険
薬
物
法
の
対

象
外
と
定
め
た
の
だ
。こ
の
決
定
を
受
け
、

翌
18
年
か
ら
３
カ
年
計
画
で
国
内
の
北

部
・
中
央
部
・
南
部
の
３
カ
所
で
試
験
栽

培
が
始
ま
っ
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
第
二

次
世
界
大
戦
中
の
ロ
ー
プ
不
足
を
解
消
す

る
た
め
に
１
９
４
２
～
43
年
に
栽
培
さ
れ

て
以
来
、
75
年
振
り
の
復
活
で
あ
る
。

19
年
に
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
含
ま
な
い
Ｃ
Ｂ
Ｄ

製
品
も
危
険
薬
物
法
の
対
象
か
ら
外
れ

た
。
課
題
は
、
世
界
市
場
が
求
め
る
Ｃ
Ｂ

Ｄ
濃
度
の
高
い
品
種
の
選
定
だ
が
、
そ
の

解
決
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。
同
国
が
培
っ
て
き
た
点
滴

灌
漑
や
温
室
制
御
な
ど
の
高
度
な
農
業
技

術
、
医
療
用
大
麻
が
蓄
積
し
た
研
究
開
発

力
、
投
資
環
境
の
良
さ
と
い
っ
た
潜
在
力

を
活
か
し
た
展
開
を
期
待
し
た
い
。

し
か
し
、
当
初
の
制
度
は
、
栽
培
や
使

用
が
合
法
化
さ
れ
た
も
の
の
、
輸
入
は
禁

止
さ
れ
て
い
た
。
警
察
か
ら
譲
渡
さ
れ
た

押
収
物
し
か
利
用
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ

の
警
察
署
の
反
対
も
あ
っ
て
、
取
り
組
み

は
非
常
に
限
定
的
だ
っ
た
。
そ
の
状
況
を

打
破
し
た
の
が
、
05
年
に
非
営
利
団
体
と

し
て
設
立
さ
れ
た
テ
ィ
ク
ン
・
オ
ラ
ム
で

あ
る
。
大
麻
草
１
０
０
株
の
栽
培
許
可
を

申
請
し
、
許
可
を
得
て
07
年
か
ら
事
業
を

開
始
し
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
保
健
省
は
13
年
に
医
療
用

大
麻
庁
（
Ｉ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
を
設
置
し
、
医
師

会
な
ど
の
業
界
組
織
と
連
携
し
て
、
診
断

す
る
医
師
、
治
療
を
受
け
る
患
者
、
許
可

を
得
て
提
供
す
る
薬
局
、栽
培
す
る
企
業
、

品
質
管
理
機
関
、
大
学
等
の
研
究
機
関
の

協
力
体
制
を
整
え
た
。
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
医
療
用
大
麻
製
品
の
適
切
な
品
質
基

準
を
明
確
に
し
た
、
通
称
グ
リ
ー
ン
ブ
ッ

ク
（
16
年
の
政
府
決
議
第
１
５
８
７
号
）

は
高
品
質
な
製
品
を
患
者
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
19
年
に
は
、
通
常

の
医
薬
品
と
同
じ
よ
う
に
医
師
が
処
方
箋

を
出
し
た
18
歳
以
上
の
患
者
で
あ
れ
ば
、

1
カ
月
に
40
ｇ
ま
で
認
可
薬
局
で
購
入
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
患
者
数
は

４
万
６
０
０
０
人
に
ま
で
増
加
し
て
い
る

（
表
１
）。

同
国
企
業
が
栽
培
・
加
工
し
た
医
療
用

大
麻
製
品
の
海
外
へ
の
輸
出
も
19
年
に
解

禁
さ
れ
、
海
外
企
業
の
進
出
と
投
資
を
呼

認
知
と
記
憶
な
ど
の
機
能
を
持
ち
、
細
胞

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
支

え
て
い
る
。
同
国
で
実
施
さ
れ
た
臨
床
研

究
で
は
、
慢
性
的
な
痛
み
、
睡
眠
障
害
、

食
欲
不
振
、
吐
き
気
、
心
的
外
傷
後
ス
ト

レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）、
認
知
症
に
苦

し
む
高
齢
者
な
ど
に
効
果
的
だ
と
報
告
さ

れ
、
基
礎
医
学
分
野
の
理
解
に
不
可
欠
な

存
在
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
ミ
シ
ュ
ー
ラ
ム
博
士
の
研
究
成

果
を
追
い
か
け
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番

組
『T

he Scientist

』
に
よ
り
、
そ
の
功

績
が
広
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
図
２
）。

図２：ＴＨＣおよびＣＢＤ等を発見したミシューラム博士

表１：イスラエルの医療用大麻のライセンス交付状況（2020年4月現在）

ライセンス区分 件　数

患者数（2019年1月現在） 4万6,000人

医療用大麻の認定専門医 94人

認可薬局 57カ所

製品販売会社（商社） 6社

栽培及び製造工場 8社

種苗会社 7社

試験検査所 14社

その他 4社

出典：『The Scientist（日本語字幕版）』（https://youtu.be/AWNhZnnISDM）

出典：イスラエル保健省のホームページ


